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太陽系小天体の軌道決定と軌道解析に関する研究
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小惑星 Ceresが発見されて以来、現在までに軌道が算出された小惑星は 40万個以上に及
ぶ。小惑星の大半は太陽系の形成初期に誕生し、それ以来ほとんど変化を受けていないこ
とから、宇宙の起源を研究する題材として、小惑星の研究が進んできている。小惑星の多
くは、火星と木星の間にあるメインベルトと呼ばれる領域に存在する一方、地球軌道と接
近、交差する小惑星も存在し、これらは地球接近小天体（NEOs: Near Earth Objects）と
呼ばれている。2004年 6月に発見された直径 300 m程度の小惑星 Apophisは 2029年 4
月に地球の静止軌道の内側に接近する。その後、この小惑星は 2036年に地球に再び接近
し、1/45,000の確率で地球に衝突すると予測されている。2007年 11月に発見された小惑
星 2007WD5は、2008年 1月末に火星に衝突する可能性が 0.01%と予測されていたが、衝
突には至らなかった。地球軌道と 0.05 AU以内に接近し、衝突した際、地球に壊滅的な被
害を与える小惑星は約 950個発見されており、今後の観測技術が発展するにつれ、その数
が増大すると考えられる．
そのような背景の中，小惑星の地上における光学観測データからの地球接近小惑星の軌
道決定、軌道進化、地球（天体）衝突確率解析を行う。新たな小惑星が発見された場合に
は、その小惑星の軌道を定め、その後の軌道を正確に予測し、地球衝突確率を計算する必
要がある。地球衝突確率問題は繊細な問題であるので、正確な解が要求される。そのため、
多くの機関、手法でその結果を確かめる必要がある。日本でも独自の衝突予測システムを
構築し，国内の観測へのフィードバックを迅速にすることを目的とする．今年度はこれら
の計算に必要な一連のソフトウェアを構築した．その計算例を図 1, 2に示す．
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図 1: Residuals of Apophis optical observation
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図 2: 2029 Apophis Earth close approach


